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、

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
界
は
、

国
内
の
公
共
市
場
縮
小
に
対
処
す
る

た
め
、
M
＆
A
（
企
業
の
合
併
・
買

収
）
や
業
務
提
携
な
ど
で
、
事
業
拡

大
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。
ま

た
、
海
外
市
場
を
に
ら
ん
だ
提
携
、

子
会
社
設
立
も
目
立
っ
て
い
る
。
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
復
興
需
要
が
見

込
ま
れ
る
と
は
い
え
、
中
長
期
的
に

は
国
内
市
場
の
厳
し
さ
が
続
く
と
予

測
、
縮
小
均
衡
に
陥
る
の
で
は
な
く
、

一
定
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
確
保
し
な
が

ら
生
き
残
る
た
め
の
模
索
が
続
く
。

長
大
は
2
0
1
0
年
の
ア
ル
コ
ム

吸
収
合
併
に
続
き
、
こ
と
し
7
月
は

本
体
に
匹
敵
す
る
規
模
と
な
る
基
礎

地
盤
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
の
全
株
式
を

7
億
円
で
取
得
し
た
。
長
大
は
ベ
ト

ナ
ム
、
基
礎
地
盤
は
マ
レ
ー
シ
ア
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
強
い
た
め
、
国
内

だ
け
で
な
く
海
外
で
も
補
完
関
係
を

期
待
し
て
い
る
。
両
社
の
相
乗
効
果

を
発
揮
す
る
た
め
の
シ
ナ
ジ
ー
本
部

を
8
月
に
設
置
、
2
カ
月
で
検
討
を

終
え
て
実
行
に
移
す
。

市
郊
外
建
設
計
画
設
計
院
と
業
務
提

携
を
す
る
な
ど
、
本
格
的
に
事
業
展

開
す
る
姿
勢
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

既
に
、
同
省
潜
陽
市
か
ら
4
件
を
直

接
受
注
し
て
い
る
。

国
際
航
業
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
H
D
）
は
、
太
陽
光
発
電
の
開
発

東
日
本
大
震
災
に
全
力
を
尽
く
し
て

い
る
」
こ
と
か
ら
、
震
災
へ
の
対
応

が
一
段
落
し
た
時
点
で
こ
の
間
題
を

検
討
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
ア
ジ
ア
航
測
は
復
建
調

査
設
計
に
対
す
る
第
三
者
割
当
増
資

を
実
施
し
た
。
こ
の
結
果
、
復
建
調

縮
小
均
衡
避
け
生
き
残
り
模
索

要
な
M
＆
A
は
行
う
」
考
え
で
、
積
極

的
に
拡
大
す
る
姿
勢
を
示
す
。
小
谷

裕
司
E
・
1
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社

長
は
、
事
業
展
開
に
ス
ピ
ー
ド
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
1
社

だ
け
で
は
対
応
が
難
し
い
の
で
提
携

を
進
め
て
い
く
」
と
述
べ
て
い
る
。

大
島
一
哉
建
詔
技
術
研
究
所
社
長

は
「
銀
行
や
証
券
会
社
か
ら
経
営
不

国
内
外
で
の
オ
オ
バ
の
活
動
も
注

目
さ
れ
る
。
相
鉄
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た

日
本
都
市
整
備
の
子
会
社
化
は
、
神

奈
川
県
内
の
地
方
自
治
体
で
の
受
注

を
見
込
ん
で
い
る
ほ
か
、
相
鉄
の
沿

線
開
発
に
参
画
す
る
こ
と
も
織
り
込

ん
で
い
る
。
中
国
に
子
会
社
を
設
立
、

7
月
に
は
民
営
化
さ
れ
た
遼
寧
省
都

を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
、

地
方
自
治
体
や
企
業
、
投
資
フ
ァ
ン

ド
な
ど
と
連
携
す
る
方
針
だ
。
国
際

航
業
と
ア
ジ
ア
航
測
の
経
営
統
合
問

題
は
10
年
9
月
、
協
業
の
検
討
結
果

を
発
表
し
た
あ
と
中
断
し
て
い
る
。

国
際
航
業
H
D
の
呉
文
繍
（
ウ
ー
・

ウ
エ
ン
シ
ョ
ウ
）
社
長
は
「
い
ま
は

丑
の
持
ち
株
比
率
は
3
・
2
9
％
か
ら

2
1
・
13％
に
ア
ッ
プ
、
国
際
航
業
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
2
3
・
6
5
％
に
次

い
で
第
2
位
と
な
り
、
0
6
年
に
結
ん

だ
資
本
業
務
提
携
を
さ
ら
に
強
化
す

る
方
向
に
進
ん
で
い
る
。

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
永
冶
泰
司

長
大
社
長
は
、
「
事
業
を
す
る
上
で
必

振
、
受
注
不
振
の
会
社
（
買
収
）
の
¶

話
が
よ
く
来
る
」
と
指
摘
、
経
営
の
畔

立
て
博
し
が
可
能
で
シ
ナ
ジ
ー
効
果
州

が
見
込
め
れ
ば
検
討
す
る
と
い
う
。
一

こ
れ
か
ら
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
“

二
㌦
∴
∵
∵
二

え
新
分
野
や
海
外
へ
の
進
出
を
加
速

さ
せ
る
た
め
の
動
き
が
活
発
に
な
る

の
か
、
各
社
の
戦
略
が
注
目
さ
れ
る
。

〈最近の主な動き〉
◆2010年
4月　長大が垂築設計等絹努所のアルコム

を「吸収1今俳
6月　E・JIIDが近代設計を完全子会

社化
7月　オオノヾがチリ1二共同建言堂コンサルタ

ントと托窪外事業で業務提携
パスコが東武計‾L吋を■子会社化

8月　復建技術コンサルタ′ント、復理工
ンジこヤリング、巾部†諺挫、巾火
筏臼望コンサルタンツ、夏建調空錆集
計、第一手短姓の6封二がグループ0円
の業務提携で合意
オオノ†がヰ」火三」1二転j‾託銀行と業務

提挫き
9月　凶際航業とアジア航章別が協業に直」

けた検討■抱月発表
10月　建設技術研究所が住鉱コンサルタ

ントから吸収分割した建言投コンサ
ル吉は門の事業系l窄承で設立した了一会
祉「地圏総合コンサルタント」が
営業開始
オオバが云者Fi木本業と帖栽緑化▲コ二法
所用で業務才是携
オオノヾが中国で100％二f会社「大
〕易都市】罪上亮設計コンサルタント
（渚陽）有限公司」謹呈寸r

12月　田際航業HDがナノオフ0ト二クス
・エナジーとエネルギー・情事侵グ

リッド当寺業で＿資本業務提供
パスコが「‾1木I BM、二三菱電二機と
三次元1也ヨ至て耶訓育辛は分野で協業

◆2011年
1月　国際航業がエリアマーケティング

事業で満子忠司次件有限公司（北方‡‾市）
とず主事等

2月　パシフィックコンサルタンツがH
木ポリグルと水関係でj■支術提携
いであがNTTドコモと健康気象
サービス托！イ代で業孝別是携
建言廷技術研究所がr‾川重】の規1也法人
と共同でノム州妻妾矛卸‾軒開設

3月　オオノヾが日本挽；71r整イ借を株二式交才吸
で完全イ・会社化
ティーネットジャパンが竿調事業
を手祉卜けるIl－1外エアシステムの全
株式取等

4月　ドーコンが臼一転印共同利用事業で
100％う二会社「ドーコンモビリテ
ィデザイン」言貨点二
福山コンサルタントが子会社福山
リサーチ＆インキュベーションセ
ンターを通じて環j菜調査技術研究
所の全株式取得

6月　H水1二営がアイドールエンジニヤ
リングから事業譲受の契献」締結
アジア航テ則が復負窒■調査吉集計を割当
先に盲第二三者割当でう折株式発行

7月　良人が基礎地村巽コンサルタンツを
了一会祉イヒ
オオノヾが吐け司のi遼寧哲郎‾市郊外建

言◆貸計画言受計院と業務捉署与
8月　ACKグループが了一会祉4社を2

礼に室長糸勺

（江）HDはホールディングスの略
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